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新
入
学
（
園
）
児
な
ど
が
新
し
い
環
境
に

慣
れ
て
ホ
ッ
と
一
息
つ
く
季
節
を
迎
え
ま

し
た
が
、
犯
罪
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の

緩
み
に
つ
け
込
ま
れ
て
発
生
し
ま
す
。
身

の
回
り
の
防
犯
対
策
が
し
っ
か
り
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
万
全
の
体
制

を
日
常
化
で
き
る
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。 

　
次
の
重
点
項
目
を
か
か
げ
、
春
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。 

《
運
動
の
重
点
》 

○
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止 

○
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な
る
事
件
・

事
故
の
防
止 

○
自
転
車
盗
お
よ
び
自
動
車
関
連
窃
盗
の

防
止 

     

　
新
緑
が
目
に
鮮
や
か
と
な
り
、
陽
ざ
し

が
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
く
る
こ
の
時
期
、

新
入
学
児
が
通
学
・
通
園
に
慣
れ
て
、
行

動
範
囲
が
広
が
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

朝
夕
の
散
歩
や
外
出
の
機
会
が
増
え
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
と
高
齢
者
が
犠
牲
と
な

る
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
気
候
が
よ
く
な
り
、
そ
の
開
放
感

か
ら
飲
酒
運
転
も
心
配
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
こ
の
時
期
に
、
市
民
一
人

一
人
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
以
下
の
よ
う
な
重
点
実
施
項
目
を
か

か
げ
、
安
全
運
転
や
安
全
行
動
の
実
践
を

通
じ
て
交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。 

《
重
点
実
施
項
目
》 

○
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う 

○
自
転
車
の
安
全
運
転
を
進
め
よ
う 

○
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う 

○
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う 
              

　
市
民
活
動
団
体
が
行
っ
て
い
る
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
に
対
し
、
次
の

と
お
り
、
補
助
金
を
交
付
し
支
援
し
ま
す
。

当
て
は
ま
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。 

▼
交
付
の
要
件 

①
福
祉
の
里
八
ツ
田
内
に
あ
る
、『
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
』
に

登
録
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
で
あ
る

こ
と
（
交
付
申
請
時
に
登
録
も
可
） 

②
団
体
の
主
体
的
な
計
画
の
も
と
に
実
施

さ
れ
、
主
に
市
民
を
対
象
と
し
た
地
域

課
題
に
取
組
む
市
民
活
動
で
あ
る
こ
と 

③
知
立
市
の
他
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い

事
業
で
あ
る
こ
と 

▼
補
助
金
額 

               

※
た
だ
し
、
国
、
県
、
知
立
市
以
外
の
地

方
公
共
団
体
か
ら
、
他
の
制
度
に
よ
る

助
成
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
事
業

は
、
そ
の
団
体
か
ら
受
け
る
助
成
金
等

を
減
じ
た
額
が
、
助
成
対
象
経
費
と
な

り
ま
す
。 

▼
主
な
補
助
対
象
経
費
　
①
謝
礼
金
②
旅

費
③
消
耗
品
費
④
会
場
使
用
料
・
車
両
等

の
賃
借
料
⑤
切
手
・
保
険
料
な
ど 

▼
募
集
期
間
　
５
月
31
日
c
ま
で 

▼
申
請
先
　
協
働
推
進
課
ま
た
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

※
な
お
、
申
請
書
類
の
一
部
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
地
域
福
祉
活
動

助
成
金
の
申
請
書
等
の
コ
ピ
ー
で
も
可

能
で
す
。 

新たな活動を行
う団体 

4万円を上限（事
業対象経費の3
分の2以内） 
 

新規登録団体お
よび既登録団体
で新たな活動を
行うもの 

種別  
 

 
補 助  
金額  
 

 
申 請  
資格  

継続した活動
を行う団体 

2万円を上限
（事業対象経
費の3分の2以
内） 

既登録団体で
あって継続し
た活動を行う
もの 

刈谷市と定住自立圏形成 
協定を締結しました 

　知立市は、刈谷市と相互に役割を分担し、
生活の安心感や利便性の向上、都市機能充
実を図り、豊かに暮らすことができる圏域
を形成することを目的に「定住自立圏形成
協定」を締結しました。今後、「生活機能の
強化」、「結びつきやネットワークの強化」、「圏
域マネジメント能力の強化」の観点から、
連携する取組みについての協議を進めてい
きます。 
s問合せ　企画政策課　政策係（内線287） 

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民 

運
動
　
５
月
９
日
B
〜
18
日
D

安
心
安
全
課 

防
犯
交
通
係
（
内
線
361
） 

春
の
交
通
安
全
運
動 

５
月
11
日
D
〜
20
日
F

安
心
安
全
課 

防
犯
交
通
係
（
内
線
361
） 

市
民
活
動
団
体
の 

活
動
を
支
援
し
ま
す 

協
働
推
進
課
　
協
働
人
権
係（
内
線
333
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

（
福
祉
の
里
八
ツ
田
内
　
1
（82）
３
３
３
９
） 
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障
が
い
の
状
況
や
地
理
的
理
由
に
よ
り
、

直
接
来
所
で
き
な
い
知
的
障
が
い
者
の
た

め
に
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
実
施
主
体
　
県
西
三
河
福
祉
相
談
セ
ン

タ
ー
　
障
害
者
相
談
課 

▼
対
象
者
　
管
内
に
在
住
す
る
知
的
障
が
い

者
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
と
思
わ
れ
る
人 

▼
と
こ
ろ
・
日
程 

□
刈
谷
市
心
身
障
害
者
福
祉
会
館 

　
（
刈
谷
市
下
重
原
町
３
―
32
） 

　
1
（24）
６
０
６
６ 

・
担
当
医
師
　
菅
沼
直
樹
氏 

・
日
程 

①
５
月
24
日
c
　
医
学
判
定
あ
り 

②
７
月
26
日
c 

③
９
月
27
日
c 

④
11
月
22
日
c
　
医
学
判
定
あ
り 

⑤
平
成
24
年
１
月
24
日
c 

⑥
平
成
24
年
３
月
27
日
c 

 

□
豊
田
市
障
が
い
者
福
祉
会
館 

　
（
豊
田
市
西
山
町
５
―
２
―
６
） 

　
1
０
５
６
５
（34）
２
９
４
０ 

・
担
当
医
師
　
加
藤
鈴
幸
氏 

・
日
程 

①
６
月
22
日
d
　
医
学
判
定
あ
り 

②
８
月
24
日
d
　
医
学
判
定
あ
り 

③
10
月
26
日
d
　
医
学
判
定
あ
り 

④
11
月
30
日
d
　
医
学
判
定
あ
り 

⑤
平
成
24
年
１
月
25
日
d
　
医
学
判
定
あ

り 

⑥
平
成
24
年
２
月
22
日
d
　
医
学
判
定
あ

り ▼
従
事
者
　
精
神
科
医
師
、
西
三
河
福
祉

相
談
セ
ン
タ
ー
　
心
理
判
定
員 

▼
相
談
時
間
　
一
般
相
談
判
定
（
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
）、
医
学
判
定
（
午
後
１

時
〜
３
時
） 

▼
相
談
内
容 

・
療
育
手
帳
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
判
定 

・
障
害
基
礎
年
金
、
特
別
障
害
者
手
当
等

の
受
給
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
判
定 

・
そ
の
他 

▼
申
込
み
　
予
約
制
。
ご
希
望
の
会
場
へ

直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

      

『
お
い
で
お
い
で
　
み
ん
な
で
一
緒
に
　

遊
ぼ
う
よ
』 

（
こ
の
標
語
は
、
全
国
５
千
613
点
の
応
募

の
中
か
ら
選
定
さ
れ
た
作
品
で
す
。） 

　
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
定
め
ら
れ
た
「
児
童
福
祉
週
間
」

期
間
中
は
、
全
国
各
地
で
児
童
福
祉
の
理

念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各
種
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。 

5
月
3
日
は
憲
法
記
念
日 

5
月
3
日
は
憲
法
記
念
日 

□
憲
法
週
間
を
迎
え
て 

　
裁
判
所
で
は
、
５
月
３
日
の
憲
法
記
念

日
を
中
心
と
し
た
５
月
１
日
〜
７
日
ま
で

を
憲
法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

憲
法
の
精
神
や
国
民
生
活
に
お
け
る
裁
判

所
の
役
割
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
裁
判
所
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

裁
判
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
分
か
り
や
す

い
も
の
と
な
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
幅
広
い

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
各
地
の
裁
判
所
で
は
、
例
年
こ
の
時
期

に
、
法
廷
等
見
学
ツ
ア
ー
や
各
種
説
明
会

な
ど
の
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
人
は
、
最
寄
り
の
裁
判
所
の

総
務
課
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
裁
判

所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、
見
学
・
傍

聴
案
内
等
の
各
種
情
報
に
つ
い
て
】 

・
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

http://w
w
w
.courts.go.jp/ 

【
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
】 

・
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

http://w
w
w
.saibanin.courts.go.jp/ 

▼
問
合
せ
　
名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
（
1
０
５
２
（223）
０
９
９
４
） 

 

□
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の 

実
現
を
目
指
し
て 

　
差
別
の
な
い
、
お
互
い
の
人
権
が
守
ら

れ
る
明
る
い
社
会
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の

願
い
で
す
。
日
本
で
は
、
人
間
ら
し
く
生

き
て
い
く
た
め
の
基
本
的
人
権
を
保
障
し

た
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
64
年
に
な
り
ま
す
。 

　
人
権
に
関
す
る
問
題
は
、
女
性
、
子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
同
和
問
題
、

外
国
人
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
な
ど
多
岐
の
分

野
に
わ
た
り
、
そ
の
背
景
や
経
緯
は
個
々

の
分
野
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
差
別
的
な
表
現
の

流
布
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
が
、
身
の
ま

わ
り
の
不
合
理
や
矛
盾
に
気
付
き
、
解
決

し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。 

　
一
人
ひ
と
り

は
み
な
違
い
ま

す
が
、
人
権
は

す
べ
て
の
人
に

平
等
に
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
21
世
紀
は
人

権
の
世
紀
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
お
互
い
を

認
め
合
う
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
築

き
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
せ
　
県
県
民
生
活
部
県
民
総
務
課

人
権
推
進
室
（
1
０
５
２
（954）
６
１
６
７
） 

５
月
５
日
〜
11
日
は 

児
童
福
祉
週
間
で
す 

子
ど
も
課
　
子
育
て
支
援
係
（
内
線
223
） 

県
西
三
河
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 

知
的
障
が
い
者
巡
回
相
談 

福
祉
課 

福
祉
企
画
係
（
内
線
142
） 
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※問合せは知立市役所 

TEL 0566－83－1111（代表） 
FAX 0566－83－1141 
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

講座種目  

パソコン講習
（初級） 

医療事務 

経理事務 
（中級） 

 

ヘルパー2級 

日程（7月～10月） 

土曜日（全14回） 
 
土曜日（全14回） 

土曜日（全14回）
 

 

土曜日（全8回） 
※自宅学習（58
時間）、介護実習
等（30時間）あり 

会場  

名古屋 
豊橋 

名古屋 

名古屋 
 

 
名古屋 

定員  

各20人 
 

40人 

20人 
 

 
30人 

※定員を超えて応募があった場合は抽選となります。 
※募集要領と申込書は、家庭児童相談室または子ど 
　も課窓口で配布します。 

     
　
母
子
家
庭
の
母
等
の
自
立
を
促
進
す
る

た
め
、
就
職
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い

技
能
や
資
格
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

と
寡
婦
の
人
で
、
就
業
意
欲
が
あ
り
、
全

日
程
出
席
で
き
る
人 

※
な
お
、
経
理
事
務
（
中
級
）
は
、
日
商
・

全
商
・
全
経
簿
記
３
級
合
格
者
ま
た
は

同
程
度
の
簿
記
知
識
の
あ
る
人
の
み 

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
・

交
通
費
等
は
自
己
負
担
） 

▼
講
座
種
目
・
会
場
等 

                

▼
申
込
み
　
５
月
６
日
f
〜
27
日
f
ま
で

に
子
ど
も
課
（
内
線
223
）
ま
た
は
家
庭
児

童
相
談
室
（
内
線
282
）
へ
。 

 

▼
町
内
会
と
は 

　
町
内
会
は
、
町
な
ど
の
一
定
区
域

に
住
む
人
々
の
意
志
に
基
づ
い
て
結

成
さ
れ
た
任
意
団
体
で
、
市
内
に
は

31
の
町
内
会
が
あ
り
ま
す
。（
町
内

会
の
無
い
地
域
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

▼
町
内
会
の
必
要
性 

　
安
心
安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
は
、

と
な
り
近
所
を

は
じ
め
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
地

域
活
動
に
参
加

し
、
と
も
に
助

け
合
い
、
協
力

を
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。 

　
特
に
３
月
に

発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
災
害
の
危
険
が
、
東
海
地
区
で

も
高
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
職
員
や
消
防
職
員
な
ど
が
す
ぐ
に

現
地
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
、

頼
り
に
な
る
の
は
身
近
な
ご
近
所
さ

ん
で
す
。 

　
町
内
会
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
密

接
な
自
主
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
加
入
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。
町
内
会
加
入

等
へ
の
お
問
合
せ
は
、
各
町
の
区
長

さ
ん
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
せ
　
協
働
推
進
課
　
協
働
人

権
係
（
内
線
333
） 

長 篠 町  

山 町  

山屋敷町 

中 山 町  

中 町  

新 地 町  

本 町  

宝 町  

西 町  

逢 妻 町  

西 丘 町  

上重原町 

弘 法 町  

西 中 町  

新 林 町  

谷 田 町  

渡辺　憲治 

竹村　忠克 

長岡　暁 

若松　昭二 

篠村　安章 

三宅　守人 

中野　純 

榊原　直次 

田中　昭 

倉地　寛 

田中　政文 

志賀　克秀 

梨本　二郎 

鳥居　慶一 

坂田　博幸 

毛受　佑次 

82-5768 

81-9779 

82-7159 

81-1053 

82-9365 

81-0033 

81-0525 

82-1110 

82-0965 

82-5125 

83-5221 

 

82-7455 

85-0380 

82-0172 

82-5590

長田3丁目26エスポワール502 

山町山98-5 

山屋敷町見社57-3 

中山町神狭間23-4 

中町花山63-7 

新地町吉良道東3 

本町本32 

宝町塩掻21 

西町草刈43-10 

逢妻町桜25-2 

西丘町西丘93パビリオン知立303 

上重原町鍛治荒井43-1 

弘法町丁凪71-29 

西中町永崎8 

新林町本林54 

谷田町南屋下133-1

八 ツ 田 町  

牛 田 町  

南 陽 区  

八 橋 町  

来 迎 寺 町  

昭和1丁目 

昭和2丁目 

昭和3丁目 

昭和3丁目1 

昭和4丁目 

昭和5丁目 

昭和6丁目 

昭和7丁目 

昭和8丁目 

昭和9丁目 

82-5798 

81-3462 

82-5000 

82-1587 

81-0241 

81-2146 

81-2230 

81-2827 

82-7703 

83-5588 

82-5373 

83-2605 

83-1805 

81-7321 

83-1279

八ツ田町曲り49 

牛田町東前1 

新池1-50 

八橋町登城51 

来迎寺町広海道41 

昭和1-11-9 

昭和2-9-1 

昭和3-8-17 

昭和3-1-1（34-401） 

昭和4-11-7 

昭和5-5-5 

昭和6-1（58-103） 

昭和7-1（43-406） 

昭和8-1（24-304） 

昭和9-4（14-403） 

（平成23年4月1日現在） 

町　名 氏　名 住　所 電　話 町　名 氏　名 住　所 電　話 

高木　徳夫 

野村　守 

杉浦　利明 

兼子　弘高 

成瀬　時男 

長瀬　元才 

魚住　之彦 

深津　久 

恒川　秀敏 

中村　豊 

稲垣　英俊 

久保田忠邦 

高笠原晴美 

石川　博文 

大野　　伸 

090- 
1279-3316

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会 

社
会
福
祉
法
人 

愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉 

連
合
会
（
1
０
５
２
（915）
８
８
６
２
） 

みんなでつくろうわがまちを！ 

町内会加入のご案内 町内会加入のご案内 町内会加入のご案内 
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子
ど
も
手
当
の
制
度
が
、
平
成
23
年
４

月
〜
９
月
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。 

　
支
給
月
額
、
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

の
年
齢
、
別
居
監
護
の
支
給
要
件
な
ど
は
、

平
成
22
年
度
の
子
ど
も
手
当
と
同
様
で
す
。 

　
６
月
の
現
況
届
（
更
新
手
続
き
）
は
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
期
間
中
に

転
入
・
転
出
・
出
産
な
ど
家
庭
状
況
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
速
や
か
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
10
月
以
降
の
制
度
内
容
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

     

　
家
庭
で
寝
た
き
り
や
独
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
、
重
度
障
が
い
者
の
人
が
使
用
し
て

い
る
寝
具
の
洗
濯
、
乾
燥
を
無
料
で
行
い

ま
す
。 

▼
対
象
者 

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の

人 

②
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要

介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け
た
人 

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人 

▼
内
容
　
掛
ふ
と
ん
・
敷
ふ
と
ん
・
毛
布

各
１
枚
の
洗
濯
・
乾
燥
（
た
だ
し
、
羽
毛

ふ
と
ん
な
ど
特
殊
な
も
の
は
除
き
ま
す
。） 

▼
実
施
日 

〈
回
収
日
〉
５
月
24
日
c
・
25
日
d 

〈
配
達
日
〉
５
月
27
日
f 

▼
申
込
み
　
５
月
17
日
c
ま
で
に
長
寿
介

護
課
へ
。 

※
過
去
に
利
用
し
た

こ
と
が
あ
る
人
は

電
話
で
の
申
込
み

も
可
能
で
す
。 

          

　
市
で
は
、
平
成
９
年
か
ら
知
立
市
住
宅

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
計
画
的
な

住
宅
の
供
給
並
び
に
居
住
環
境
の
整
備
向

上
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
計
画
策
定
か

ら
14
年
が
経
過
し
、
住
環
境
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
ま
た
平

成
18
年
６
月
に
住
生
活
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
本
格
的
に
「
質
」
の
向
上
を
図
る
政

策
へ
と
転
換
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
「
知

立
市
住
生
活
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。 

　
本
計
画
は
住
宅
施
策
を
体
系
的
に
捉
え

そ
の
指
針
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
基

づ
き
よ
り
よ
い
住
環
境
を
目
指
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

建
築
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

※安城警察署で免許証返納手続きをされますと、その時点で免許が無効になります。その後は、絶対に車を運
転しないでください。 

※免許返納をした日から1か月以内に支援の申請を行ってください。 

　運転免許証を自主的に返納する65歳以上の市民の皆さんを対象に次の支援を 
行っています。 
s支援内容　ミニバス無料乗車券（2年分）贈呈 
　　　　　　顔写真付住民基本台帳カード無料交付 
s問 合 せ　安心安全課　防犯交通係（内線361・362） 

○免許証返納手続き 

安城警察署（交通課交通総務係）へ行き、
運転免許の取消申請をする。 

　本人が運転免許証を持参し申請をする。 

　・申請による運転免許の取消通知書 

　・取消された運転免許証 

　を受け取り市役所へ。 

○支援の申請 

①市役所3階安心安全課で支援の申請をします。 
・ミニバス無料乗車券（2年分） 
　　　　　　　　　　　　　　を受け取ります。 

②市役所1階市民課で顔写真付住民基本台帳カードの
交付申請をします。 

s持ち物 
・申請による運転免許の取消通知書 
・取消された運転免許証 
・顔写真1枚（縦4.5㎝×横3.6㎝、無帽無背景で、 
6か月以内に撮影されたもの） 
・印鑑 

高齢者の運転免許証自主返納を支援します 

知
立
市
住
生
活
基
本
計
画
を 

策
定
し
ま
し
た 

建
築
課 

施
設
管
理
係
（
内
線
459
） 

４
月
か
ら
の 

「
子
ど
も
手
当
」
に
つ
い
て 

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係
（
内
線
223
） 

ふ
と
ん
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ
ス 

長
寿
介
護
課 

長
寿
企
画
係
（
内
線
147
） 
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※問合せは知立市役所 

TEL 0566－83－1111（代表） 
FAX 0566－83－1141 
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

     
　
流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査
と
は
、

森
か
ら
海
ま
で
の
流
域
全
体
を
視
野
に
入

れ
、
水
循
環
の
現
状
と
そ
の
変
化
を
把
握

す
る
た
め
、
県
民
・
事
業
者
・
民
間
団
体
・

行
政
が
協
力
し
て
流
域
の
水
環
境
の
状
況

を
県
内
全
域
で
調
査
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
調
査
の
参
加
者
（
グ
ル
ー
プ
）
を
募
集

し
ま
す
。 

          

▼
対
象
　
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
。 

※
た
だ
し
、
子
ど
も
だ
け
で
の
調
査
は
危

険
な
た
め
、
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
す

る
こ
と
。 

▼
調
査
時
期
　
６
月
５
日
（
環
境
の
日
）

の
前
後
一
週
間
（
期
間
内
に
調
査
が
で
き

な
い
場
合
は
、
時
期
を
ず
ら
し
て
調
査
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
） 

▼
調
査
内
容
　
身
近
な
水
辺
（
河
川
、
湖

沼
海
、
水
路
・
た
め
池
な
ど
）
で
「
水
質
」
、

「
水
量
」
、「
生
態
系
」
、「
水
辺
の
親
し

み
や
す
さ
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
申
込
み
　
５
月
２
日
b
〜
13
日
f
ま
で

に
環
境
課
環
境
保
全
係
へ
。 

      

　
市
で
は
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
緑
化
の
計
画
お
よ
び
推
進
を
図

る
た
め
、
知
立
市
緑
化
推
進
協
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
知
立
市
の

緑
化
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
市
民

委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
委
員
会
の
構
成
　
各
団
体
代
表
者
・
学

識
経
験
者
や
公
募
の
市
民
な
ど
で
構
成 

▼
公
募
人
数
　
２
人 

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤 

▼
任
期
お
よ
び
開
催
　
平
成
25
年
３
月
ま

で
年
２
回
の
開
催
を
予
定 

▼
応
募
締
切
　
５
月
31
日
c
必
着 

▼
応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
応
募
理
由
を
明
記
し
て
郵
送
ま

た
は
持
参
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
都
市

計
画
課
公
園
緑
地
係
へ
。（
様
式
自
由
） 

〒
472
―
８
６
６
６
　
住
所
不
要 

知
立
市
役
所 

都
市
計
画
課  

公
園
緑
地
係 

Ｅ
メ
ー
ル 

tosikeikaku@
city.chiryu.lg.jp 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（83）
１
１
４
１ 

        

　
高
等
学
校
等
に
お
け
る
修
学
に
経
済
的

支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
に
対
す
る
無
利

息
の
奨
学
金
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

▼
対
象
（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
） 

①
親
権
者
ま
た
は
未
成
年
後
見
人
が
県
内

に
在
住
し
、
国
公
私
立
の
高
等
学
校
ま

た
は
専
修
学
校
高
等
課
程
に
在
学
す
る

生
徒
で
あ
る
こ
と
。 

②
世
帯
の
収
入
が
、
県
の
定
め
る
一
定
の

基
準
以
内
で
あ
る
こ
と
。 

▼
貸
付
額
（
月
額
）
　
国
公
立
１
万
８
千

円
、
私
立
３
万
円
。
自
宅
外
通
学
者
に
は

５
千
円
を
加
算
で
き
ま
す
。 

※
な
お
、
国
公
私
立
と
も
１
万
１
千
円
を

選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

▼
申
請
時
期
・
方
法
　
在
学
す
る
高
等
学

校
等
が
指
定
す
る
時
期
（
６
月
上
旬
頃
）

に
、
学
校
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
貸
付
者
の
決
定
時
期
　
８
月
下
旬
頃
（
予

定
） 

▼
奨
学
金
の
返
還
期
間
　
卒
業
後
、
貸
与

金
額
に
応
じ
て
12
年
〜
６
年
以
内
に
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。 

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.aich

i.jp
/000000605

9.htm
l

救命講習会（５月開催分） 大切な人の命をつなぐ心肺蘇生法。自信を持ってできるよう救命講習会に参加しましょう。 

s問合せ　衣浦東部広域連合消防局消防課（163－0135　ホームページ http://www.kinutoh.jp/） 

会　　場 

講 習 会 名  

開 催 日 時  

定員・受講料 

申 込 み  
 
対 象 者  

 
内 容  

刈谷消防署 

小児・乳児応急手当講習会 

5月14日G　午前9時～11時 

先着20人・無料 

5月5日_　午前9時～ 
（123－1299）救急係へ 

知立消防署 

普通救命講習会Ⅰ 

5月15日A　午前9時～正午 

先着20人・無料 

5月5日_　午前9時～ 
（181－4144）救急係へ 

碧南・刈谷・安城・知立市および高浜市在住、在勤の人でいずれの会場でも受講できます。 

普通救命講習会Ⅰ　心肺蘇生法（気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫）、AEDの使用法、止血法など 
小児・乳児応急手当講習会　小児・乳児の心肺蘇生法、ひきつけ、のどに異物が詰まった時の処置 
※救命講習会を団体で受講される場合は、最寄りの消防署へお問合せください。 

愛
知
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
貸
付 

希
望
者
の
募
集 

県
教
育
委
員
会 

高
等
学
校
教
育
課 

　
　
　
　
　
（
1
０
５
２
（954）
６
７
８
５
） 

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査 

参
加
者
募
集 

環
境
課 

環
境
保
全
係
（
内
線
216
） 

知
立
市
緑
化
推
進
協
議
会
委
員
募
集 

都
市
計
画
課 

公
園
緑
地
係
（
内
線
413
） 

愛
知
県
だ
よ
り 
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※補助金の額は、一団の土地につき10万円を上限とします。その額に1,000円未満の端数が 
　あるときは、これを切り捨てます。 

□
進
む
開
発
と
高
ま
る
浸
水
被
害
の
危
険
性 

　
山
林
や
田
畑
な
ど
に
は
雨
水
を
一
時
的
に

溜
め
た
り
、
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
機
能
が
あ

り
、
河
川
へ
の
雨
水
流
出
量
を
抑
え
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
で
は
開
発

が
進
み
、
地
表
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
な
ど
に
覆
わ
れ
、
短
い
時
間
で
多

く
の
雨
水
が
河
川
へ
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な

り
、
洪
水
の
危
険
性
が
増
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
山
林
や
田
畑
を
保
全
し
て
い

く
こ
と
が
、
河
川
や
下
水
道
の
整
備
と
合
わ

せ
て
、
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

                 

□
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
総
合
治
水
対
策 

　
洪
水
や
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
川
幅
を
広
げ

た
り
、
川
底
を
掘
る
な
ど
の
河
川
改
修
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
急
激
な
開

発
に
よ
っ
て
増
加
す
る
雨
水
を
安
全
に
流
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
流
域
内
に

雨
水
を
貯
め
た
り
、
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
施

設
を
つ
く
り
、
河
川
に
一
度
に
入
っ
て
く
る

雨
水
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、「
河
川
の
改
修
」
と
「
流
域
内

で
の
対
策
」
さ
ら
に
洪
水
や
浸
水
が
起
き
た

時
の
「
警
戒
避
難
体
制
の
確
立
」
な
ど
を
合

わ
せ
て
実
施
し
、
被
害
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
「
総
合
治
水
対
策
」
と
い
い
ま
す
。
境
川

流
域
で
は
、
昭
和
58
年
か
ら
県
や
近
隣
市
町

と
共
に
こ
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

□
家
庭
で
も
で
き
る
取
り
組
み 

　
市
で
は
洪
水
や
浸
水
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
家
庭
で
も
で
き
る
取
り
組
み
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
降
っ
た
雨
を
屋
根
の
樋

か
ら
集
め
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
に
貯
め
た
り
、

駐
車
場
な
ど
の
舗
装
を
透
水
性
に
す
る
こ
と

で
川
に
短
時
間
で
雨
水
が
流
れ
な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。 

□
期
待
さ
れ
る
効
果 

　
雨
水
貯
留
施
設
を
作
る
こ
と
で
期
待
さ
れ

る
効
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
河
川
へ
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。 

・
雨
水
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
雨
水

流
出
量
が
減
り
、
浸
水
被
害
を
軽
減
し
ま

す
。 

・
貯
留
し
た
雨
水
を
散
水
や
洗
車
な
ど
に
利

用
し
、
水
資
源
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。 

□
知
立
市
の
補
助
制
度 

　
市
内
の
宅
地
な
ど
に
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

（
貯
留
タ
ン
ク
、
浸
透
マ
ス
、
透
水
性
舗
装

な
ど
）
を
設
置
し
た
人
に
対
し
て
10
万
円
を

限
度
に
補
助
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

                          
□
特
定
都
市
河
川
流
域
に
指
定
さ
れ
ま
す 

　
県
は
、
こ
の
「
総
合
治
水
対
策
」
を
よ
り

確
実
に
推
進
す
る
た
め
、
二
級
河
川
境
川
・

逢
妻
川
・
猿
渡
川
に
流
れ
込
む
流
域
を
、
特

定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ
き
特

定
都
市
河
川
流
域
と
し
て
指
定
す
る
予
定
で

す
。
指
定
の
時
期
は
平
成
23
年
度
下
半
期
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
田
畑
な
ど
締
め
固
め
ら

れ
て
い
な
い
土
地
で
行
う
一
定
規
模
以
上
の

開
発
は
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、

県
建
設
部
河
川
課
（
1
０
５
２
（954）
６
５
５
５
）

ま
た
は
市
土
木
課
へ
。 

□
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア 

　
雨
水
被
害
や
対
策
の
様
子
な
ど
総
合
治
水

対
策
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

写
真
や
図
を
用
い
た
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ 

８
月
27
日
g
〜
９
月
１
日
e 

　
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー 

９
月
10
日
g
〜
15
日
e 

　
愛
知
県
知
立
建
設
事
務
所
ロ
ビ
ー 

□
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ご
活
用
を 

　
こ
の
マ
ッ
プ
は
過
去
の
豪
雨
に
よ
っ
て
浸

水
被
害
が
確
認
さ
れ
た
区
域
や
浸
水
が
予
想

さ
れ
る
区
域
を
載
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
避
難

場
所
、
避
難
の
時
に
通
行
が
危
険
と
思
わ
れ

る
箇
所
な
ど
も
記
し
て
い
ま
す
。 

　
日
常
か
ら
大
雨
な
ど
の
危
険
時
に
備
え
て

ど
こ
の
ル
ー
ト
で
避
難
す
る
か
、
近
所
に
浸
水

の
予
想
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
か
な
ど
一
度
現

地
を
見
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
土
木
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。 

□
総
合
治
水
に
関
す
る
問
合
せ 

　
土
木
課
　
土
木
係
（
内
線
451
） 

○
総
合
治
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.sougo-chisui.jp/

□開発が進む前 

□開発が進んだ後 

雨水の大半は地中に浸
透したり、水田やため
池に貯留され、河川へ
の流出は抑えられます。 

地表がコンクリートや
アスファルトで覆われ
たり、森林や水田・た
め池がなくなることに
より、雨水が短時間に
集中して河川へ流出し、
浸水被害が増加します。 

（1）貯留量100リットル以上200リットル未満のとき：1基当たり15,000円または
補助対象経費の3分の2のいずれか低い額（2基まで補助） 

（2）貯留量200リットル以上のとき：1基当たり25,000円または補助対象経費
の3分の2のいずれか低い額 

1基当たり5,000円または補助対象経費の3分の2のいずれか低い額 

1メートル当たり3,000円または補助対象経費の3分の2のいずれか低い額 

1メートル当たり3,500円または補助対象経費の3分の2のいずれか低い額 

1平方メートル当たり1,000円または補助対象経費の3分の2のいずれか低い額 

 

雨 水 貯 留 施 設
 

 
 

雨 水 浸 透 桝  

雨 水 浸 透 管  

雨水浸透Ｕ型側溝 

透 水 性 舗 装  

種　目 補　助　額 

総
合
治
水
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

５
月
15
日
（日）
〜
21
日
（土）
は
総
合
治
水
週
間
で
す 
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